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尿 路感 染症 に対 す るBAY o 9867(Ciprofloxacin)の 使用 経験

原田 忠 ・高田 斉 ・松尾重樹 ・土田正義

秋田大学医学部泌尿器科

40例 の尿路感染症患者に対 してBAY o 9867を 投与 した。投与方法は1日200mgも し くは400

mgを2回 に分けて5～14日 間継続投与 した。UTI薬 効評価基準 を満たすものは複雑性尿路感染症

21例 であり,著 効8例(38。1%),有 効10例(47.6%)で あ り有効率は85.7%で あ った。細菌学的

効果では,全35株 中32株 が消失 し,消 失率は91。4%で あ った。副作用は40例 中1例 に軽度の心窩部

痛および食欲不振 を認めたが,投 与終了後は軽快 した。

BAY o 9867(Ciprofloxacin)は ドイッ ・バ イエ ル

AGで 新たに合成されたピリドンカルボン酸系経口抗菌

剤である。In vitroでの抗菌力試験の結果,本 剤はグラ

ム陰性菌,グ ラム陽性菌のみならず嫌気性菌に対 して幅

広い抗菌スペク トルを有 している事が確認されだ1。

我々は尿路感染症に対する本剤の臨床的評価を行う機

会を得たので,そ の成績を報告する。

I.対 象および投与方法

対象は秋田大学泌尿器科及びその協力機関の患者40例

である。性別は男性26例,女 性14例 であった。内訳は単

純性膀胱炎7例,尿 道炎2例,複 雑性膀胱炎26例,複 雑

性腎孟腎炎5例 である。うちUTI薬 効評価基準(第 二

版)2)に準ずるものは21例 であった。BAY o 9867の1日

投与量 を200mgも しくは400mgと し,1日2回 に分け

て経口投与 し,投 与期間は5～14日 間であった(Table

1)。

II.臨 床 成 績

本剤投与症例40例 中起炎菌陰性で安全性のみ採用 した

8例 を除く32例 を臨床効果検討症例(主 治医判定)と し

た。

主治医判定にて単純性膀胱炎5例 及び尿道炎2例 が全

例 著効(100%),複 雑 性 膀 胱 炎21例 中11例 著 効

(52.4%),5例 有効(23.8%),3例 やや有効(14.3%),

2例 無効(9.5%〉 で あった。また複雑性腎孟腎炎4例

中2例 著効(50.0%),2例 無 効(50.0%)で あった。

全体として有効率78.1%で あ った(Table 2)。

また上記薬効評価基準の群別に従 って分類 し,全21例

の群別臨床効果 をまとめてみた(5日 後判定 を採用)

(Table 3,4)。

単独感染19例 では,第1群(カ テーテル留置症例)2

例では有効1例,無 効1例 で有効率50.0%,第2群(前

立腺術後感染症)3例 では著効1例,有 効2例 で有効率

100%,第3群(そ の他の上部尿路感染症)2例 では有

効1例,無 効1例,有 効率50.0%,第4群(そ の他の下

部尿路感染症)12例 では著効5例,有 効6例,無 効1例,

有効率91.7%で あ り,単 独感染19例 中16例 が有効以上で

有効率84.2%で あ った。

次に混合感染2例 では2例 とも第6群(カ テ-テ ル非

留置症例)で 全例著効であった。混合感染では有効率

100%で あった。

III.細 菌 学 的効 果

細菌学的効果では起炎菌陰性の9例 を除 く31例 につい

て本剤投与前に尿から分離 した菌は計35株 であ り,う ち

32株 は消失 した。消失率は91.4%で あ った。また投与後

出現菌は3株 あ りCandida 2株,A.calcoaceticus 1株 で

あった(Table 5)。

IV.副 作 用

安全性のみ採用 した8例 を含め全40例 について副作用

として自他覚症状を観察すると同時に,本 剤投与前後に

おける検査所見について検討 してみた。副作用として1

例 に本剤投与2日 目より軽度の心窩部痛及び食欲不振が

みられたが,本 剤の投与を中止するにはいたらず,治 療

後軽快 した。また臨床検査値の異常化は5例 にみられた。

GOTの 上昇3例,GOT,GPTの 上 昇1例 ,GOT,GPT,

LDHの 上 昇1例 であった。 うち2例 は投与前 より肝機

能 の異常 が み られた。全例 一過性 の上 昇で あった

(Table 6)。

V.考 案

BAY o 9867(Ciprofloxacin)は ピ リドンカルボン酸

系の合成抗菌剤である。グラム陽性,グ ラム陰性,嫌 気

性菌に対 し幅広 くかつ優れた抗菌力を有 し,経 口投与に

より血中,組 織内に速やかに移行 し,し かも尿中に高濃

度に排せつされることが確認 されている1)。そのため,

尿路感染症をはじめとし各種感染症に対 し,有 用性の高

い薬剤として期待されている。今回我々は尿路感染症に

対 し本剤の治療成績を検討 した。
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Table 2 Clinical efficacy by  doctor's judgement

Table 3 Overall clinical efficacy classified by the type of infection

Table 4 Overall clinical efficacy in complicated UTI
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Table 5 Bacteriological response to BAY o 9867

総合臨床効果 としてUTI薬 効 評価基準(第 二版)に

準ずる21例 の有効率は85.7%も の高い有効率を示 した。

群別有効率では単独感染84.2%,混 合 感染100%で あ り

ともに高い有効率であった。この高い有効率は,本 剤が

尿路感染症に対 し優れていることを示しているが,今 回

検討 した21例 の内,難 治性のカテーテル留置例が2例 と

少なかったことも一因と考えられた。またこの21例 につ

いて膿尿 では正常 化 ない し改 善 した ものが17例

(81.0%),細 菌尿では陰性化17例(81.0%)と ともに著

明な改善がみられた。

また,細 菌学的効果をみると起炎菌陰性で安全性のみ

採用した8例 を除 く32例で起炎菌35株 が認められ,う ち

32株 が消失 した(消 失率91.4%)。

副作用 として軽度の心窩部痛及び食欲不振が1例 にみ

られたが,投 薬を中止する程ではなく,治 療終了後軽快

している。また臨床検査値の異常は5例 にみられたが,

いずれも一過性のもので特に問題とならないと思われる。

以上より本剤は尿路感染症に対 し高い有効性を示 し,

かつ経口剤である点からして,非 常に有用性の高い薬剤

であり,尿 路感染症に対 し今後重要な役割をはたすもの

と思われる。
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CLINICAL STUDY OF BAY o 9867 IN URINARY TRACT INFECTIONS 

TADASHI HARADA,  HITOSHI TAKADA,SHIGEKI MATSUO and SEIGI TSUCHIDA

Department of Urology,Akita University,School of Medicine

(Director: Prof.SEIGI TSUCHIDA)

BAY o 9867 was administered orally to 40 patients at a daily dose of 200•`400 mg for 5 to 14 days.Of 40 pa-

tients,26 were with complicated cystitis,5 with complicated pyelonephritis,7 with acute cystitis and 2 with urethritis.

Twenty—one out of 31 patients with complicated urinary tract infections met the criteria established by the UTI Com-

mittee.

According to this criteria,overall clinical efficacy was excellent in 8 patients,moderate in 10 patients and poor in 3 

patients.The overall effectiveness rate was 85.7%.

As to bacteriological response,32(91.4%)of 35 isolated strains were eradicated.

No serious side effects were observed.


